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験の結果，モンスター設置による PoI への誘引効果や，その場からの投稿の創出が約 2
倍確認された．第８章では，上記３つのプラットフォームがもたらした都市内情報活性
化に関する効果を総合的に議論し，今後の研究課題と展望を整理した．最後に第９章に
おいて，本研究の結論を述べ，本論文をまとめた． 
 以上を要約すると，本研究は人々から定性的な情報を取得可能とする参加型センシン
グを都市への適用の観点で設計し，構築した３つのプラットフォームを実都市に導入す
ることでその有効性を実証した．本プラットフォームは，都市情報収集基盤として広く
活用でき，効率的な都市情報収集の実現及び収集した情報の利活用による都市機能の発
展，そして，都市生活を営む人々の発展に大きく貢献できる． 
これらの成果は，著者が長年培ってきた研究実績と先端的研究を行うために必要な高
度な研究能力及びその基盤となる豊かな学識，並びに，研究成果を実社会に展開し社会
貢献へ結びつける能力を有することを示したものといえる．よって，本学位審査委員会
は，坂村美奈君が博士号（政策・メディア）を授与される資格が十分にあると認める． 
 
